
○ひとり親家庭の医療費負担を軽減

企業版ふるさと納税による寄附を募集する事業の概要

○「命を大切にし、やさしさあふれる人と動物が共生するくまもと」の
実現

○「人と動物が共生するくまもと」の実現

新動物愛護センター完成予想図

熊本県動物愛護推進計画に基づき、以下の取組みを推進し、犬猫の殺処分ゼロ
を目指します！さらに、動物愛護の拠点となる新動物愛護センター（仮称。令和
６年３月開所予定）を整備し、取組みの強化・加速化を
図ります！

動物愛護教室

ひとり親家庭等医療費助成事業

ひとり親家庭等における父又は母及び児童の健康を保持し、生活の安定を支援す
る目的で、以下の対象者に係る医療費の一部を補助する市町村（熊本市を除く）
に対し、県がその費用の1/2を助成する制度です。
・ひとり親家庭の父又は母
・ひとり親家庭の父又は母が扶養している児童
・父母と死別した児童
・父母の生死が明らかでない児童
・父母から遺棄されている児童

新型コロナウィルス感染症の影響で、子育てに対する負担の増加や収入
の減少等が生じているひとり親世帯の子育てを応援する取組みです。

①飼い主における適正飼養・終生飼養の推進
（適正・終生飼養の啓発、マイクロチップ装着の推進等）

②県民に対する動物愛護等の啓発強化
（愛護精神の涵養、飼い主のいない猫への対応等）

③保護動物の返還・譲渡の推進
（譲渡機会の充実・周知、保護動物の訓練等）

④保護動物の適正管理の徹底 等
（新動物愛護センターを拠点とした動物愛護の推進等）

児童健全育成事業
放課後児童クラブ利用サポート事業
放課後児童クラブ施設整備事業
・

○放課後児童クラブへの支援

○子ども食堂支援で子どもたちを笑顔に

子ども食堂等応援事業

県内各地に設置されている子ども食堂の運営をサポートするため、子ども食堂
の相談窓口となるコーディネーターを配置し、食堂と支援者とのマッチングや
運営サポート等を行うなど、子ども食堂の自立的な運営体
制を支援することで、健全な子どもの育成及び地域全体で
子どもを育てていく環境の整備を図ります。

＜子ども食堂への各種サポート＞
・経験豊富な食堂運営者をアドバイザーとして派遣
・子ども食堂と支援者とのマッチング
・子ども食堂への寄附を受け入れる際の運搬支援
・子ども食堂運営者向け講習会や連携会議の企画・主催
・子ども食堂に対する各種情報提供

子ども食堂

講習会

（事業説明）
放課後児童クラブは、共働き家庭等の児童の安全・安心な

居場所であり、放課後に適切な遊び、生活を与えることで
こどもの健全な育成を図るものです。
近年、共働き世帯の増加により、放課後児童クラブの

ニーズは高まっています。
放課後児童クラブの運営経費、施設を整備するための

経費を支援するとともに、利用料が負担となり、児童がクラブ利用を控えるこ
とがないよう、放課後児童クラブの利用料を支援することで、子育てしやすい
環境づくりを行います。



○障がい児が安心して暮らせる地域づくり

○専門学科で学ぶ高校生への支援○「こども図書館」プロジェクト

障がいのある子どもたちが地域で安心して暮らせる療育提供体制
充実プロジェクト

［熊本県地域療育支援体制図］

発達障がいの認知の広がりや医療的ケア児
の増加等を背景に、療育相談や障がい福祉
サービスのニーズが増大しています。

熊本県では、県独自の施策として、県内10
圏域に「地域療育センター」を設置するこ
とにより、身近な地域での早期発見・早期
支援に取り組み、誰一人取りこぼさない療
育支援の充実につなげます。

障がい児とその家族が安心して自分らしく
暮らせる地域づくりを目指します。

産業教育設備整備費事業
県立高校で工業・農業・商業・水産・家庭・福祉を学ぶ生徒たちが、授業におい

て実験や実習を行う設備を整えます。DX化など産業界の技術革新に対応できる環
境を整え、熊本の未来を担う産業人材の育成を図ります。
【例】
①工業高校の実習室に新しい機械を導入し、
生徒たちのものづくりをとおした課題解決
能力を育む教育を実践します。

②農業高校で大型トラクター等を導入し、
最新機材を活用できる人材を育てます。

③商業科の授業で使用するパソコンを導入し、
電子商取引やプログラミングについて学習
します。

④調理室を整備し、高校生が地域に笑顔を届
ける食をプロデュースします。

未来を担う子どもたちへ贈る「こども図書館」プロジェクト

建築家の安藤忠雄氏から熊本県に、未来を担う子どもた
ちの豊かな感性や創造力を育むため、さらには、熊本地
震からの復興を応援したいとの思いから、「こども図書
館」を、ぜひ寄贈したいという提案をいただきました。

自然豊かな水前寺江津湖公園
内に建設予定のこども図書館の
イメージ

現在、２０２４年春
のオープンを目指し、
プロジェクトを推進
しています。

新たな熊本の宝とし
て、「県民参加型」
での運営を目指しま
す。

企業版ふるさと納税による寄附を募集する事業の概要

工賃向上計画支援特別事業（農福連携の推進）

［菊芋のトリミング］

障がい者が地域で自立した生活を送るために、障がい者の工賃向上を図る取組
を実施しています。
中でも、福祉的ケアの効果が高いと言われる農業分野への就労機会の拡大等を

通じ、障がい者の工賃向上を目指すことにより、経済的自立と社会参加の促進を
図ります。

農業者と福祉事業所のマッチ
ングの実施、農業に取り組む福
祉事業所への専門アドバイザー
の派遣、研修会や販売会等の開
催など、農業に取り組む福祉事
業所への支援を行います。

○障がい者の工賃向上に向けた取組



永青文庫推進事業による熊本県の文化・観光振興プロジェクト熊本の再生可能エネルギー導入促進に向けたプロジェクト

再生可能エネルギーの積極的な導入により、カーボンニュートラルと県経済
の発展に貢献していきます！

①県内中小企業等の再エネ導入促進
グローバル企業が「RE100」を宣言する中、県内中小企業等
が再エネ100%で企業活動を行うREアクションの取組みを促
進することにより、企業価値の向上につなげます。

②再エネ施設の適地誘導
自然環境・景観・防災に配慮した「地域共生型」再エネ施設
の導入推進に向けて、陸上風力と太陽光の立地ゾーニングに
取り組みます。

［RE100アクション］

［ゾーニングマップ案］

※以下のプロジェクトについては、別途資料を掲載しています。

○県立高校魅力化きらめきプラン

○阿蘇草原再生・維持の取組み

○「グリーンエボリューション（緑の進化）」への挑戦！ 環境と競争力の両立に

よる持続可能な地域づくり推進プロジェクト

企業版ふるさと納税による寄附を募集する事業の概要

○カーボンニュートラルを実現する取組み ○熊本の宝を後世へ

熊本県立美術館には、熊本県にゆかりのある美術工芸品や歴史資料等が収蔵され
ています。
永青文庫推進事業は、熊本藩細川家伝来の美術工芸品の調査・研究や修復を行い、
熊本の貴重な宝を公開展示することで、県の文化・観光の振興や経済発展に資す
ることを目的としています。
美術館では、経年劣化が進んでいる美術工芸品を修復し、熊本の貴重な宝を後世
に伝えるとともに、皆様に広くご覧いただく機会を創出していきます。

横山大観作 「雲去来」（１９１７年） 熊本県立美術館蔵

【修復予定作品 一例】

桐九曜紋唐草蒔絵鞍、鐙（桃山時代）
永青文庫蔵、熊本県立美術館寄託品



シリコンアイランド九州の復活へ！ビッグチャンスを生かした熊本の
持続的発展プロジェクト
国内初となる台湾の世界的半導体メーカーTSMCの新工場建設というビッグ
チャンスを生かし、次の事業に取り組むことで、シリコンアイランド九州の
復活につなげ、半導体の安定供給を通して日本の経済安全保障に貢献してい
きます！

①半導体関連産業等の将来を担う人材の育成
（産学官の連携促進、若年層の半導体への理解促進）

②新工場周辺地域の渋滞・交通アクセスの改善
（通勤バスの実証運行、公共交通機関の利用促進）

③ゼロカーボンの推進
（再エネ電力供給の促進）

④国際的な教育環境の整備 等
（インターナショナルスクールの整備促進）

［小学校出前講座］

［太陽光発電施設活用］

［通勤バス実証運行］

［国際的な教育環境整備］

熊本型フードバリューチェーン構築による稼げる農林水産業の実現
プロジェクト

農林漁業者の所得向上のため、生産から販売までの各事業者の連携による付加
価値創出等、フードバリューチェーンの最適化に取り組みます。
また、生産性向上、生産コスト削減、販売ニーズに応じた安定供給等、持続可
能な生産体制の構築を推進するとともに、国内での流通体系の確立、輸出に対
応した商品づくりやプロモーション等販路拡大に取り組みます。

稼げる農林水産業を実
現し、「日本の食料安
全保障の一翼を担うく
まもと」の実現と地域
活性化を目指します。

地域資源のリブランディングとインバウンド強化による地域活性化
プロジェクト

（事業説明）
コロナや災害といった外的要因により、著しく活力が低下し
ている地域資源のリブランディングに取組むことで、本県な
らではの価値を明確化させ、観光地としての基盤を固めると
ともに、SDGsをテーマとした高質かつ新しい教育旅行の受
入体制強化や、観光関連データの「見える化」によるDXの
推進に、県と観光事業者、地元関係者が一丸となって取組む
ことで、熊本の魅力・ブランド力を高め、熊本への誘客を推
進します。併せて、水際対策の緩和によるインバウンドの再
開に加え、TSMC（台湾）の熊本進出を受け、本県の最重要
市場となった台湾との更なる交流促進と、台湾からのインバ
ウンド誘客強化を通じた地域経済の活性化を図ります。

さかなクン「みなまた・あしきたｷﾞｮ
ｷﾞｮｷﾞｮ大使」就任式

台湾からの訪日教育旅行の誘致
強化

国際バドミントン大会を活用した国内外の交流人口拡大、“バドミント
ン王国熊本”の知名度アップ及びブランド価値の向上プロジェクト

大会PRキャラクター

企業版ふるさと納税による寄附を募集する事業の概要

○シリコンアイランド九州の復活へ○地域資源のリブランディングとインバウンド強化

○稼げる農林水産業の実現○国際スポーツ大会を活用した交流人口拡大

世界トップクラスの選手が参加する国際バドミント
ン大会「熊本マスターズジャパン」が、令和５年か
ら４年間、毎年11月に熊本で開催されます。
競技人口が多く、世界ランク上位の選手も多数輩出
している本県で、大人気スポーツであるバドミント
ンの国際大会を開催することにより、国内外からの
多くの誘客を目指します。
また、国内外の一流選手が参加する大会を4年間継続
して開催することで、バドミントン王国熊本の知名
度アップとブランド価値向上にも取り組みます。


